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区
民
こ
ぞ
っ
て
安
全
区
の
実
現
へ
努
力
し
ょ
う

交
通
安
全
区
推
進
区
民
大
会
で
区
民
の
誓
い

春
の
交
通
安
全
運
動
は
五
月
二

十
日
で
終
り
ま
し
た
が
、
こ
の
運

動
の
精
神
を
平
素
生
か
し
て
常
日

頃
交
通
安
全
へ
の
心
が
ま
え
を
も

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

区
で
は
、
交
通
安
全
区
宣
言
の

主
旨
に
基
き
、
区
民
の
良
識
に
訴

え
て
、
こ
の
運
動
を
強
力
に
推
進

し
て
ゆ
こ
う
と

、千
住
、西
新
井
、

綾
瀬
各
警
察
署
な
ら
び
に
交
通
安

全
協
会
と
共
に
、
去
る
五
月
十
四

日
、
文
化
会
館
に
お
い
て
交
通
安

全
区
推
進
足
立
区
民
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

都
交
通
対
策
部
服
部
参
事
、原

警
視
総
監
か
ら
交
通
安
全
区
を
実

現
さ
せ
る
の
は
区
民
で
す
。
区
民

こ
ぞ
っ
て
努
力
し
て
下
さ
い
と
激

励
が
あ
り
、
ま
た
区
民
代
表
と
し

て
、
大
谷
田
町
一
丁
目
隅
田
婦
友

会
の
羽
住
き
み
子
さ
ん
が
「
い
た

い
け
な
子
供
さ
ん
の
死
傷
や
、
一

家
の
柱
と
た
の
む
方
々
の
死
傷
は

そ
の
ご
家
庭
の
幸
福
を
一
ぺ
ん
に

は
ぎ
と
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
こ

と
で
す
、私
た
ち
一
人
一
人
が
こ

の
宣
言
ど
お
り
交
通
安
全
区
と
な

り
ま
す
よ
う
に
祈
り
、
交
通
道
徳

を
守
り
、
自
か
ら
危
険
を
ま
ね
く

よ
う
な
行
為
を
つ
つ
し
ん
で
、
痛

ま
し
い
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
す
こ
と
を
か
た
く
お
誓
い
い
た

し
ま
す
」
と
決
意
を
述
べ
、
続
い

て
、こ
ど
も
代
表
、
弥
生
小
学
校

六
年
生
長
谷
川
栄
君
が
、
「
今
日

の
大
会
の
目
的
を
し
っ
か
り
に
ぎ

り
し
め
て
、
交
通
道
徳
を
守
り
、

正
し
い
歩
行
、
横
断
な
ど
の
励
行

と
、
道
路
で
の
遊
び
を
か
た
く
い

ま
し
め
、
良
い
子
に
な
り
ま
す
」

と
誓
い
。
運
転
者
を
代
表
し
て
、

足
立
タ
ク
シ
ー
勤
務
の
鈴
木
宥
堆

さ
ん
か
ら
「
こ
の
宣
言
を
深
く
肝

に
銘
じ
、
今
後
自
動
車
運
転
に
際

し
て
は
、
交
通
法
令
を
守
り
、
交

通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
は
勿
論

特
に
歩
行
者
を
保
護
し
、
ま
た
他

人
の
め
い
わ
く
に
な
ら
な
い
運
転

を
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
そ

れ
ぞ
れ
「
よ
し
や
ろ
う
、み
ん
な

で
交
通
安
全
区
を
つ
く
ろ
う
で
は

な
い
か
」
と
い
う
力
強
い
誓
い
が

あ
り
ま
し
た
。

(
写
真
は
こ
ど
も
の
誓
い
を
す

る
弥
生
小
学
校
六
年
長
谷
川
栄
君

外
十
五
名
)

ご
参
考
に
事
故
発
生
件
数
を
あ

げ
る
と
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◎ 昭和37年中の警視庁全体と足立区内の交通事故発生件数
とその比率

◎ 昭和38年と昭和37年の1 月から4 月までの足立区内の交
通事故発生件数とその比較表

( 注) 　( 　) は昭和37年中のものです。
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四
十
五
万
区
民
の
代
表

新
区
議
会
議
員
五
十
二
名
決
ま
る

議
席
番
号

氏

名

所
属
会
派

常

任

委
員
会

住

所

電

話

1
　
田
辺
正
吾
　
自
　
総
務
　
本
木
町
二
丁
目
一
九
六
六
　
(
8
6
6
)
三
七
一
四

2
　
荒
井
快
三
　
自
　
建
設
　
本
木
町
二
丁
目
一
六
三
四
　
(
8
8
6
)
三
九
四
五

3
　
河
西
一
郎
　
自
　
財
政
　
千
住
四
丁
目
七
四
　
(
8
8
1
)
五
九
四
〇

4
　
安
達
正
興
　
自
　
厚
生
　
本
木
町
一
丁
目
四
五
八
　
(
8
8
6
)
一
六
二
五

5
　
新
倉
海
北
　
自
　
文
教
　
千
住
八
千
代
町
四
五
　
(
8
8
6
)
一
三
六
七

6
　
神
谷
豊
信
　
自
　
総
務
　
柳
原
二
丁
目
五
　
(
8
8
1
)
七
〇
八
五

7
　
白
石
恭
三
　
社
　
建
設
　
梅
田
町
三
九
〇
　
(
8
8
6
)
六
一
三
七
(
呼
)

8
　
北
詰
光
男
　
社
　
文
教
　
興
野
町
八
〇
〇

9
　
日
原
薫
　
　
社
　
厚
生
　
千
住
柳
町
四
九
　
(
8
8
1
)
五
八
七
八

1
0
　
阿
出
川
信
孝
　
自
　
財
政
　
宮
城
町
一
〇
　
(
9
1
1
)
五
九
一
八

1
1
　
田
口
三
五
郎
　
自
　
建
設
　
西
新
井
町
九
九
七
　
(
8
8
6
)
三
三
三
八

1
2
　
常
田
進
　
自
　
文
教
　
伊
興
町
本
町
三
五
一
七
　
(
8
8
7
)
三
〇
八
〇

1
3
　
中
条
幸
男
　
自
　
経
済
　
千
住
一
丁
目
三
一
　
(
8
8
1
)
六
二
一
二

1
4
　
中
島
筆
雄
　
自
　
経
済
　
千
住
八
千
代
町
七
八
　
(
8
8
6
)
一
八
〇
五

1
5
　
牛
込
定
吉
　
自
　
建
設
　
栗
原
町
一
七
八
五
　
(
8
8
6
)
三
三
四
一

1
6
　
鈴
木
仲
二
　
社
　
経
済
　
長
門
町
七
四
　
(
6
0
5
)
五
三
二
六

1
7
　
小
川
三
郎
　
社
　
財
政
　
島
根
町
六
九
七

1
8
　
丹
下
登
　
社
　
総
務
　
小
台
町
五
七
八

1
9
　
笹
原
丑
蔵
　
自
　
建
設
　
興
野
町
三
〇
一
　
(
8
8
6
)
二
三
九
〇

2
0
　
小
宮
新
太
郎
　
自
　
厚
生
　
北
鹿
浜
町
二
九
三
一
　
(
8
8
6
)
〇
六
七
七

2
1
　
小
林
三
四
郎
　
自
　
厚
生
　
千
住
三
丁
目
一
　
(
8
8
1
)
二
五
八
一

2
2
　
佐
藤
英
一
郎
　
自
　
文
教
　
北
三
谷
町
一
丁
目
六
三
　
(
6
0
5
)
二
九
〇
八
・
三
二
〇
七
・
三
五
九
六

2
3
　
小
谷
秀
之
助
　
自
　
文
教
　
千
住
河
厚
町
一
二
　
(
8
8
1
)
三
五
一
一

2
4
　
葭
葉
文
次
郎
　
自
　
財
政
　
本
木
町
二
丁
目
一
二
九
二
　
(
8
8
7
)
三
五
七
二

2
5
　
鐘
ケ
江
直
光
　
公
　
厚
生
　
新
田
二
丁
目
七
の
六
　
(
9
1
1
)
〇
五
〇
二

2
6
　
吉
田
小
重
郎
　
公
　
文
教
　
本
木
南
町
二
四
の
二
　
(
8
8
7
)
四
七
七
七

2
7
　
倉
持
伝
次
　
公
　
財
政
　
栗
原
町
八
二
五
　
(
8
8
7
)
〇
七
八
五

2
8
　
小
宮
金
之
助
　
自
　
文
教
　
花
畑
町
三
九
九
六
　
(
8
8
6
)
〇
五
七
七
・
〇
七
六
五

2
9
　
石
鍋
源
一
郎
　
自
　
総
務
　
保
木
間
町
二
七
七
九
　
(
8
8
6
)
〇
七
五
七

3
0
　
藤
原
忠
志
　
自
　
経
済
　
千
住
緑
町
二
丁
目
八
　
(
8
8
1
)
六
三
二
二

議
席
番
号

氏

名

所
属
会
派

常

任

委
員
会

住

所

電

話

3
1
　
川
下
松
雄
　
自
　
財
政
　
本
木
町
二
丁
目
一
三
一
七
　
(
8
8
6
)
八
三
六
四

3
2
　
鈴
木
武
次
　
自
　
建
設
　
梅
田
町
一
〇
八
一
　
(
8
8
6
)
四
八
〇
九

3
3
　
田
ケ
谷
治
助
　
自
　
経
済
　
本
木
町
四
丁
目
五
二
四
七
　
(
8
8
6
)
五
五
八
七
(
呼
)

3
4
　
岡
安
孝
明
　
公
　
建
設
　
柳
原
二
丁
目
四
八
　
(
8
8
1
)
四
四
三
一

3
5
　
小
久
保
雅
捷
　
公
　
厚
生
　
島
根
町
一
二
三
五
　
(
8
8
6
)
八
四
二
一

3
6
　
桐
谷
道
雄
　
公
　
経
済
　
梅
田
町
九
五
二

3
7
　
堀
内
正
　
自
　
文
教
　
千
住
仲
町
三
〇
　
(
8
8
1
)
二
〇
〇
五

3
8
　
井
上
市
三
郎
　
自
　
文
教
　
千
住
旭
町
八
三
　
(
8
8
1
)
〇
九
一
一

3
9
　
藤
木
二
幸
　
自
　
建
設
　
千
住
元
町
二
二
　
(
8
8
8
)
〇
〇
〇
二
・
　
(
8
8
1
)
七
七
六
六

4
0
　
野
口
五
郎
平
　
自
　
財
政
　
上
沼
田
町
九
七
八
　
(
8
8
6
)
三
七
九
三

4
1
　
浜
中
隼
雄
　
自
　
総
務
　
花
畑
町
十
二
　
(
8
8
6
)
二
九
〇
八

4
2
　
宮
入
五
郎
　
自
　
厚
生
　
千
住
大
川
町
二
　
(
8
8
1
)
二
五
四
七

4
3
　
原
子
東
　
共
　
財
政
　
興
野
町
一
二
五
〇
　
(
8
8
6
)
三
〇
七
三

4
4
　
白
村
益
治
郎
　
公
　
建
設
　
五
兵
衛
町
八
九
一
　
(
8
8
7
)
四
二
八
五

4
5
　
永
島
安
三
　
公
　
総
務
　
興
野
町
一
〇
〇
六
　
(
8
8
7
)
二
五
五
〇

4
6
　
清
水
勝
政
　
自
　
財
政
　
千
住
曙
町
八
　
(
8
8
1
)
三
四
五
六

4
7
　
永
田
う
め
志
　
自
　
厚
生
　
五
兵
衛
町
二
六
　
(
6
0
5
)
三
九
五
一

4
8
　
冨
沢
孝
之
　
自
　
総
務
　
柳
原
一
丁
目
二
一
の
二
　
(
8
8
1
)
二
四
四
八

4
9
　
浅
古
幸
蔵
　
自
　
経
済
　
新
田
二
丁
目
十
二
の
五
　
(
9
1
1
)
四
四
八
三

5
0
　
大
神
田
貞
英
　
自
　
厚
生
　
五
反
野
南
町
一
二
八
八
　
(
8
8
6
)
三
四
七
七

5
1
　
遠
峰
富
次
　
自
　
経
済
　
千
住
寿
町
八
二
　
(
8
8
1
)
四
八
四
四

5
2
　
小
林
政
子
　
共
　
総
務
　
柳
原
二
丁
目
四
四
　
(
8
8
8
)
四
七
六
一

備

考

自
―
―
自
由
党
区
議
団
　
公
―
―
公
明
会

社
―
―
社
会
党
区
議
団
　
共
―
―
共
産
党
区
議
団

区
議
会

の
動
き

今
年
は
区
議
会
の
改
選
期
で
あ

り
ま
し
た
の
で
、
一
般
選
挙
が
去

る
四
月
に
行
な
わ
れ
、
皆
さ
ん
の

新
し
い
代
表
者
五
十
二
名
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
に
一
般
選
挙
後

初
の
第
一
回
臨
時
区
議
会
が
開
か

れ
、
区
議
会
を
代
表
す
る
議
長
並

び
に
副
議
長
の
選
挙
や
、
区
議
会

活
動
に
重
要
な
常
任
委
員
長
、
監

査
委
員
の
選
任
が
次
の
と
お
り
行

な
わ
れ
、
会
期
一
日
で
終
了
し
ま

し
た
。

議

長
　
　
　
　
遠
峰

富
次

副

議

長
　
　
　川下

松
雄

監
査
委
員
　
　小
林
三
四
郎

総
務
委
員
長
　
永
島
安
三

財
政
委
員
長
　
葭
葉
文
次
郎

厚
生
委
員
長
　
安
達
正
興

文
教
委
員
長
　
佐
藤
英
一
郎

経
済
委
員
長
　
鈴
木
仲
二

建
設
委
員
長
　
笹
原
丑
蔵
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出
品
者
を
募
集
中

第
1
3回
足
立
区
産
業
展
お
よ
び
優
秀
発
明
展

今
年
も
展
示
会
が
、
十
一
月
十

五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
、
東
京
都

立
産
業
会
館
二
階
ホ
ー
ル
で
催
さ

れ
ま
す
。

こ
の
産
業
展
に
出
品
を
ご
希
望

の
事
業
所
は
六
月
三
十
日
ま
で
に

所
定
の
申
込
書
に
出
品
料
を
添

え
、
区
役
所
経
済
課
へ
、
お
申
込

み
下
さ
い
。

こ
れ
は
、
区
内
の
優
秀
生
産
品

や
発
明
考
案
品
を
一
堂
に
集
め
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
海
外
へ
も
宣

伝
普
及
し
、販
路
を
ひ
ろ
げ

、輸
出

の
振
興
を
図
る
の
が
目
的
で
す
。

そ
し
て
、
足
立
区
が
優
秀
生
産
地

で
あ
る
こ
と
を
各
方
面
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
展
示
会
で
す
。

出
品
料
は
ひ
と
小
間
七
〇
〇
〇

円
。
発
明
展
出
品
料
は
、
会
社
の

場
合
三
五
〇
〇
円
、
個
人
の
場
合

は
無
料
で
す
。

出
品
者
の
資
格
は
、
区
内
に
、

会
社
、
工
場
、
作
業
所
、
事
務
所

お
よ
び
営
業
所
を
お
も
ち
の
製
造

生
産
業
者
。
そ
れ
に
、
発
明
考
案

品
お
よ
び
創
作
品
の
出
願
人
と
権

利
者
、
実
権
者
、
区
産
業
経
済
や

観
光
の
各
種
団
体
で
す
。

出
品
物

一
、
区
内
の
優
良
生
産
品
か
研
究

試
作
品
、
発
明
考
案
品
。

一
、
ポ
ス
タ
ー
、図
表
、
写
真
な

ど
。

住
民
登
録
の

実
態
調
査
実
施

六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に

住
民
登
録
の
実
態
を
調
べ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
皆
さ
ま
の
住
所

や
、
そ
の
居
住
期
間
、
年
令
、
世

帯
の
構
成
な
ど
を
証
明
す
る
た
め

に
備
付
て
あ
る
住
民
票
を
整
備
す

る
大
切
な
調
査
で
す
。

し
た
が
つ
て
、
住
民
登
録
は
選

挙
、
入
学
、
年
令
、
そ
の
他
住
民

の
生
活
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
ま

す
の
で
、正
確
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

出
張
所
か
ら
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
か
ら
ご
協
力
下
さ
い
。

はかりなど計量器の
事前調査が行なわれます

毎
年
実
施
す
る
計

量
器
の
調
査
は
、
法

律
に
基
い
て
行
な
わ

れ
る
も
の
で
す
が
、

足
立
区
で
も
、
七
月

中
旬
か
ら
八
月
末
に

か
け
て
、
計
量
器
を

お
も
ち
の
方
の
と
こ

ろ
へ
調
査
に
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
計
量
器
検
査
は
十
月
頃

に
な
り
ま
す
が
、
追
っ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
中

区
役
所
総
務
課

引
揚
者
国
庫
債
券
を
担
保
に

資
金
を
貸
付
け
ま
す

現
に
債
券
を
お
も
ち
の
方
で
希

望
す
る
方
は
次
に
よ
り
受
付
け
ま

す
。

一
、
期
間
　
六
月
一
日
よ
り
、月

ご
と
に
締
切
り
翌
月
の
下
旬
に

貸
付
る
予
定

一
、
受
付
場
所
　
区
役
所
民
生
課

梅
島
支
所
庶
務
課

○
引
揚
者
国
庫
債
券
を
担
保
と
し

て
資
金
を
借
り
た
方
へ

い
ま
民
生
課
で
は
住
所
の
確
認

の
調
査
を
し
て
い
ま
す
が
、こ
の

調
査
は
貸
付
年
度
順
に
、
借
受
金

が
返
済
ず
み
に
な
っ
た
方
ヘ
一
部

国
債
と
差
額
金
を
、
お
返
え
し
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

も
し
住
所
が
不
明
で
す
と
、
東

京
都
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、調
査
の
ハ
ガ
キ
が
届
い

て
い
な
い
方
や
、
転
居
届
を
さ
れ

て
い
な
い
方
は
至
急
、
左
記
に
連

絡
し
て
下
さ
い
。

連
結
先
　
足
立
区
役
所
民
生
課

電
話
(
8
8
8
)
二
一
五
一
番

足立区　文化の殿堂

文 化 会 館

TEL( 886) 8860

青少年のグループ活動は

設備のよい

青 年 館 で

TEL( 887) 0061

雨
で
す
。雨
で
す
。梅
雨
で
す
。

川

や
ド
ブ
を
大
切
に

毎
日
の
よ
う
に
雨
が
降
り
続
い

て
い
ま
す
。
家
の
ま
わ
り
は
、水

た
ま
り
、
ド
ブ
川
、用
水
な
ど
、

ど
こ
も
か
し
こ
も
ジ
メ
ジ
メ
と
し

て
不
衛
生
な
感
じ
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
再
び
小
児
マ
ヒ
の
よ
う
な
悪

い
病
気
が
流
行
し
な
け
れ
ば
よ
い

で
す
が
、
ド
ブ
が
つ
ま
っ
て
水
が

あ
ふ
れ
な
け
れ
ば
よ
い
で
す
が
。

ド
ブ
や
用
水
は
、
私
た
ち
を
洪

水
か
ら
守
っ
て
く
れ
る
大
切
な
下

水
の
役
目
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
不
心
得
な
人
た
ち
の
た
め
に

ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
、
よ
ご
さ
れ
、

み
る
も
あ
わ
れ
な
姿
で
す
。
こ
れ

で
は
悪
い
病
気
の
源
と
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
家
の
前
と
か

裏
の
ド
ブ
や
用
水
だ
け
で
も
キ
レ

イ
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

カ
と
ハ
エ
の
駆
除
は
い
ま
!

カ
や
ハ
エ
の
季
節
で
す
。
な
か

で
も
ハ
エ
は
い
ま
が
一
番
ふ
え
る

時
期
で
す
。
さ
な
ぎ
が
便
所
の
汲

取
口
の
ま
わ
り
の
土
の
中
約
二
十

セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
多
く
い
ま
す

の
で
、土
を
堀
り
、
薬
を
ま
い
て

飛
び
出
さ
な
い
う
ち
に
殺
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

カ
の
駆
除
に
は
、水
た
ま
り
を

な
く
す
こ
と
、
用
水
や
ド
ブ
の
流

れ
を
よ
く
す
る
こ
と
、
雑
草
を
苅

り
と
る
こ
と
、
目
の
と
ど
か
な
い

す
み
ず
み
ま
で
薬
を
よ
く
ま
く
こ

と
で
す
。

そ
の
薬
も
保
健
所
と
よ
く
相
談

し
て
、
と
き
ど
き
変
え
て
ま
く
と

効
果
が
あ
り
ま
す
。

「
カ
と
ハ
エ
の
ぼ
く
滅
は
根
気

と
本
気
」
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
カ
や
ハ
エ
の
多
い
こ
と

で
は
、日
本
は
後
進
国
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
恥
か
し
め
を
返

上
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

事
業
所
統
計
調
査
は

七
月
一
日
、
全
国
一
斉
に

こ
の
調
査
は
、
農
業
、
漁
業
な

ど
を
除
く
全
事
業
所
を
調
査
す
る

も
の
で
、
調
査
員
が
訪
問
し
、
質

問
の
上
調
査
票
に
記
入
し
て
ゆ
き

ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
わ
が
国
産
業
の

姿
を
明
ら
か
に
し
、
国
や
地
方
の

政
治
に
役
立
て
る
ほ
か
、
い
ろ
い

ろ
な
調
査
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
、こ
の
調
査
票
は
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
い
ま
せ
ん
の

で
、調
査
員
に
正
し
く
お
答
え
下

さ
る
よ
う
ご
協
力
願
い
ま
す
。
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昭
和
三
十
七
年
度
分
　
区

民
税
所
得

割
の
減
額

お

知

ら

せ

昭
和
三
十
六
年
分
所
得
税
の
課

税
所
得
金
額
が
あ
っ
た
人
で
、昭

和
三
十
七
年
分
所
得
税
の
課
税
所

得
金
額
が
な
く
な
っ
た
人
に
つ
い

て
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
の
区
民

税
所
得
割
額
の
一
部
を
減
額
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
該

当
す
る
方
は
、
六
月
三
十
日
ま
で

に
、
区
役
所
ま
た
は
梅
島
支
所
の

税
務
課
へ
減
額
申
請
書
(
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
)
を
お
出
し

下
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
を
出
さ
な
か
っ

た
り
、
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
こ

の
取
扱
い
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

く
わ
し
く
は
税
務
課
へ
お
問
合

せ
下
さ
い
。

足
立
区
役
所
…
電
話
(
8
8
8
)
二
一
五
一

梅
島
支
所
…
…
電
話
(
8
8
6
)
三
一
六
五

各
内
線
税
務
課
課
税
係

「
税
の
相
談
日
」

開
設
の
お
知
ら
せ

足
立
税
務
署
で
は
、
五
月
か

ら
「
税
の
相
談
日
」
を
設
け
ま

し
た
。こ
れ
は
毎
月
五
の
日
(
五

・
十
五
・
二
十
五
日
)
日
曜
や

休
日
の
場
合
は
翌
日
を
、
「
税

の
相
談
日

」
と
定
め

て
、
税
の

一
切
に
つ

い
て
納
税
者
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
こ
の
日
は
三
階
会
議
室
に

相
談
室
を
つ
く
り
係
長
以
上
の

職
員
が
こ
れ
に
あ
た
り
、税
に

関
す
る
疑
問
、
不
審
等
を
な
く

し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で

す
。な

お
、
相
談
は
一
切
無
料
で

匿
名
相
談
で
も
か
ま
わ
な
い
こ

と
に
な
っ

て
お
り
ま

す
の
で
、

ど
し
ど
し

ご
利
用
下
さ
い
。

千
住
旭
町
五
二

(北
千
住
駅
東
口
)

足
立
税
務
署

お
と
し
よ
り
の
方
に

敬
老
金
が
贈
ら
れ
ま
す

東
京
都
で
は
、
毎
年
高
令
者
に

敬
老
金
(
二
〇
〇
〇
円
)
を
贈

り
、
長
寿
を
祝
い
、
あ
わ
せ
て
そ

の
福
祉
の
増
進
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。高

令
者
と
は
、
一
月
一
日
現
在

満
七
十
五
才
以
上
の
方
で
、
東
京

都
に
引
続
い
て
三
年
以
上
住
ん
で

い
る
方
で
す
。

◎
こ
と
し
(
昭
和
三
十
八
年
度
)

敬
老
金
を
受
け
ら
れ
る
方
は
次
の

資
格
の
あ
る
方
で
す
。

一
、
明
治
二
十
一
年
一
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
方
。

一
、
昭
和
三
十
五
年
一
月
一
日
以

前
よ
り
都
内
に
住
ん
で
い
る
方

で
住
民
登
録
法
の
適
用
を
受
け

て
い
る
方
。

◎
申
出
書
用
紙
の
交
付

五
月
末
日
ま
で
に
地
区
の
民
生

委
員
よ
り
お
届
け
し
ま
し
た
。

ま
だ
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は

近
所
の
民
生
委
員
か
福
祉
事
務
所

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

◎
申
出
書
の
受
付

六
月
三
十
日
ま
で
、
民
生
委
員

か
福
祉
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す

か
ら
、
お
早
く
申
出
て
下
さ
い
。

申
出
の
と
き
は
、
申
出
人
お
よ
び

敬
老
金
を
受
け
る
方
の
印
鑑
を
お

も
ち
下
さ
い
。

◎
敬
老
金
を
贈
く
る
日

九
月
十
五
日
以
降
に
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

◎
次
の
場
合
は
敬
老
金
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

一
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
申
出
を

し
な
い
と
き
。

一
、
辞
退
し
た
と
き
。

一
、
九
月
十
四
日
ま
で
に
死
亡
し

た
と
き
。

一
、
九
月
十
四
日
以
前
に
都
外
へ

転
出
し
た
と
き
。

◎
申
出
の
後
、
住
所
、
氏
名
な
ど

が
変
っ
た
と
き
は
福
祉
事
務
所
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

◎
敬
老
金
の
こ
と
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
、
近
所
の
民
生
委
員
か
福

祉
事
務
所
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

千
住
竜
田
町
一
〇
番
地

東
京
都
足
立
福
祉
事
務
所

福
祉
課
・
福
祉
係

電
話
(
8
8
1
)
五
九
四
八

行
政
相
談
委
員
に

鈴
木
文
治
郎
さ
ん
就
任

国
の
行
政
に
つ
い
て
、
国
民
が

常
日
頃
い
だ
い
て
い
る
不
満
や
苦

情
の
相
談
相
手
と
し
て
、行
政
相

談
委
員
の
仕
事
は
、
声
な
き
声
を

国
の
行
政
に
反
映
さ
せ
る
重
大
な

役
目
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
小
右
衛
門
町
一
一

二
の
鈴
木
文
治
郎
さ
ん
(
石
油
類

販
売
業
)
が
新
た
に
委
員
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
先
に
委
員

と
し
て
ご
活
躍
の
山
崎
忠
蔵
さ
ん
(

千
住
二
丁
目
二
七
)
と
の
お
二

人
に
な
っ
た
わ
け
で
、
大
変
心
強

い
こ
と
で
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
問

題
で
も
、
ご
相
談
下
さ
い
。

都
税
事
務
所
の
分
室
が

千
住
中
居
町
に
で
き
ま
し
た

足
立
税
務
事
務
所
で
は
事
務
室

が
非
常
に
せ
ま
く
な
っ
た
の
で
、

千
住
中
居
町
五
(
足
立
郵
便
局
う

ら
)
山
武
自
動
車
K
K
三
階
に
分

室
を
設
け
、
五
月
十
七
日
か
ら
執

務
し
て
い
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
に
多
く
の

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
け

あ
り
ま
せ
ん
が
次
の
係
に
ご
用
の

あ
る
方
は
分
室
へ
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

分
室
の
係

◎
課
税
課
　
法
人
事
業
税
係
(
法

人
事
業
税
、
法
人
都
民
税
の

課
税
事
務
)

◎
　
間
税
係
(
料
理
飲
食
等
消
費

税
、
電
気
ガ
ス
税
、
娯
楽
施

設
利
用
税
の
課
税
事
務
)

◎
徴
収
課
　
整
理
係
(
差
押
物
件

の
公
売
処
分
事
務
、
徴
収
猶

予
事
務
)

な
お
、
分
室
の
電
話
は

(
8
8
8
)
一
九
七
六
・
一
九
七
七
番

(
東
京
都
足
立
税
務
事
務
所
)

青
少
年
を
守
る
運
動

推
進
目
標
き
ま
る

将
来
を
に
な
う
青
少
年
の
健
全

育
成
は
、
国
民
の
大
き
な
願
い
で

あ
り
、
国
で
も
「
人
づ
く
り
」
の

主
な
対
象
と
し
て
青
少
年
の
育
成

に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
青
少
年
の
非
行

が
増
加
し
、
さ
ら
に
心
配
な
こ
と

に
は
、
非
行
青
少
年
の
年
令
が
低

く
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
し
て
集

団
化
し
、
粗
暴
化
し
て
ゆ
く
傾
向

に
あ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
青
少
年
の
健
全
育
成
と

保
護
矯
正
は
、
教
育
、
労
働
、
福

祉
、
保
健
、
経
済
、
保
護
矯
正
等

広
般
な
関
係
機
関
の
協
力
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
、
家
庭
と
地
域
社
会
の
組

織
が
、
そ
れ
も
長
い
期
間
、
こ
つ

こ
つ
と
活
動
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と

が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

都
と
し
て
は
、
年
間
を
通
じ
て

次
の
よ
う
な
目
標
で
青
少
年
を
守

る
運
動
を
行
な
い
、
区
民
こ
ぞ
っ

て
こ
の
運
動
に
協
力
す
る
よ
う
呼

び
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
、公
徳
心
の
高
揚

二
、
青
少
年
の
非
行
防
止

三
、
勤
労
青
少
年
の
福
祉
増
進

四
、
社
会
環
境
の
浄
化

五
、
健
全
な
余
暇
指
導

六
、
青
少
年
の
事
故
防
止

各
ご
家
庭
、
地
域
団
体
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す


